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最近、またしてもメディアを騒がせた高速道路での「あおり運転」。2 年前の痛ましい

「東名高速夫婦死亡事故」の記憶も新しく、厳罰化等、早急な対策が求められています。 

「あおり運転」も含め、暴力沙汰の加害者になりやすい人の特徴としては、ストレス耐

性の低さが挙げられるようです。例えば、運転中には当然他の車や信号、歩行者、走行速

度、到着時間など気にしなければいけないことも多く、そのストレスへの忍耐力が低いと、

怒りを生み出してしまうということです。 

お釈迦様は、怒りそのもの自体も損失であるとおっしゃり、また、怒りをぶつけられた

ときも決して怒り返してはならないと説かれました。 

「怒り」に関する次のようなエピソードが残されています。 

 ある時、異教徒の青年がお釈迦様に向かって罵詈雑言を並べました。お釈迦様は黙って

暴言を聞いておられましたが、青年が話し終わると、静かに尋ねられました。 

「あなたは、お客を家に招くことがあるか」 青年は答えます。「もちろんだ」 

「お客がそのとき、あなたの出した食事を食べなかったらどうするか」 

「自分や家族で食べるだろう」 

「今あなたが出した罵り、侮辱を私は受け取らなかった。その罵り、侮辱は、誰のものに

なるのか。自らに返ってくるよりほかないだろう」 

さらに偈頌（詩文）で次のように示されました。 

“侮辱する人に侮辱を返す人 怒る人に怒りを返す人 喧嘩を売る人の喧嘩を買う人 

侮辱はその人のものになる 怒りはその人のものになる  喧嘩もその人のものになる” 

お釈迦様のこの言葉で青年は恥じ入り、仏教に帰依するようになったということです。 

 “売り言葉に買い言葉”とも言いますが、ついつい私たちは何か心外なことを言われる

と、言い返したくなります。ここに意地やプライドが混じってくると、怒りが怒りを呼び、

さらに事態は悪化してしまうことは皆さん経験があるのではないでしょうか。お釈迦様の

ように相手のどのような態度にも動じず、寛容な心で接するというのは難しいかもしれま

せんが、相手の喧嘩を買ってしまえば、相手と同じ土俵に立ったことになるというのは肝

に銘じておかなければなりませんね。 

 間もなく迎える秋のお彼岸。お彼岸というのはご先祖様の供養のほかに、仏道修行の期

間という意義があります。先ほどのエピソードは「忍辱」（自らの修行のために耐え忍ぶ

こと）という仏教の実践に当てはまります。“智恵あるもの”を目指して精進したいもの

です。  合掌 

９月 22日 14時より秋の彼岸

施餓鬼法要を行います。ぜひ

ご参詣ください。 

【ホームページもご覧ください！】

https://kyoto-fukudenji.com/ 

 

 
～今月のおことば～ 

 怒りに等しい損失はない ‐『法句経』 

智恵あるものに怒りなし 
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